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c-fos mRNA を in situ hybridization 法によって検出することで、CTA の獲得過程においてこれらの部位でニューロ
ン活動が亢進するかどうかを調べた。ラットにサッカリン摂取（CS）と内臓不快感を引き起こす塩化リチウムの腹腔
内注射（US）の対呈示による条件づけを行った（条件づけ群）。比較として CS あるいは US だけを単独呈示する群
も設けた（CS 単独群、US 単独群）。その結果、結合腕傍核では、CS と US はそれぞれ異なる領域を活性化させ、条
件づけによるニューロン活動の亢進はみられなかった。一方、扁桃体では条件づけによって c-fos mRNA の発現量が






neurotrophic factor, BDNF）の mRNA を指標として調べた。実験１と同様の条件で刺激を呈示し、BDNF mRNA
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の発現量を半定量的 RT-PCR 法を用いて調べた。その結果、どちらの部位においても CS あるいは US の呈示によっ
て BDNF mRNA 発現量に変動がみられた。しかし、条件づけによる影響はみられず、味覚嫌悪学習の獲得過程でシ
ナプスの可塑的変化が起こる証拠は得られなかった。一方、味覚嫌悪学習を獲得させたラットに CS を再呈示すると、
島皮質でのみ BDNF mRNA の発現量が増加した。BDNF タンパク質は軸索終末で機能することから、味覚嫌悪学習
の想起によって島皮質から神経投射を受ける脳部位においてシナプスの可塑的変化が起こる可能性が示された。 
 味覚嫌悪学習を獲得すると、好きな CS の味が嫌いなものへと変化する。この嗜好性の変化における腹側淡蒼球の
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